
し
め
る
厨
を
い
ふ
。
そ
れ
を
寂
来
使
に
柴
刈
塁
に
作

。
、
元
政
聞
に
は
可
賢
溺
に
作
っ
て
ゐ
る
。

シ
カ
ン

至
筒

l
コ
ア

y
シ
カ
ソ
読
庖
索
開
川
。

シ
ガ
ン

至
器

金
搾
野
間
寺
町附
田
洞
宗
松
且
寺

の
中
興
で
あ
る
。
前
回
利
市
甚
だ
之
を
震
用
し
、
正

保
二
年
光
前
の
卒
し
た
時
に
は
京
停
を
し
て
そ
の
辿

骸
を
江
戸
に
迎
へ
し
め
、
瑞
龍
寺
建
立
の
際
に
は
底

そ
の
工
事
を
巡
視
す
る
等
の
こ
と
が
あ
っ
た
。

シ
カ
ン
ジ

止
観

寺

石

川
郡
白
概
庄
四
十
万
に

あ
っ
た
。
一
一
一
代
白
銀
に

『
元
殴
二
年
八
且
十
三
日
丙

子
勅
以
z
加
賀
凶
石
川
制
止
制
寺
-
ぉ
=
天
台
別
院
-
』

と
い
ふ
も
の
即
ち
是
で
、
そ
の
跡
は
四
十
万
苔
性
寺

の
山
手
に
あ
る
と
い
ふ
。

シ
ガ
ン
シ
ヤ
締
丸
舎

金
却
に
於
け
る
筏
風
倒

人
の
賂
説
。
附
吏
門
の
馬
来
初
め
て
之
を
総
へ
。
李

下
、
訟
法
、
年
風
門
の
白
樹
、
同
門
の
応
問
、，
天
然

門
の
文
架
が
綴
席
し
た
。

シ
キ
エ
モ
ン
ダ
イ

色

衣

問
題

問中
氷
四
年
三
且

四
日
日
間
出
宗
の
関
岡
羽
咋
郡
妙
成
寺
の
日
惚
は
、
領

内
配
下
の
寺
院
に
定
奮
を
渡
布
し
、
近
時
一
致
・勝

劣
二
一
極
の
互
に
和
臨
せ
る
を
以
て
、
自
今
他
段
自
読

を
越
〈
ベ
き
を
命
ず
る
と
共
に
、法
式
・読
法
・勧
化・

佐
股
・座
列
・法
衣
等
に
倒
し
て
削
制
定
し
た
。
そ
の
中

に
よ「縦
ひ
附
庇
棋
の
袈
裟
次
た
り
と
も
、
紅
古
日
新
・

紫
袈
裟
斑
び
に
紋
白
袈
裟
を
者
〈
べ
か
ら
ざ
る

m』

と
い
ふ
一
項
が
あ
っ
た
が
、
之
に
就
い
て
.金
揮
の
寺

院
は
不
平
を
唱
へ
、
信
に
自
帥
聞
の
篠
田
も
行
は
れ
ず

し
て
、
妙
成
寺
と
互
に
反
目
す
る
に
去
っ
た
。
寺
社

奉
行
永
原
左
京
等
之
を
益
へ
、
五
年
六
且
十
七
日
諾

寺
に
総
し
、
一

旦
侠
自
に
印
形
を
加
へ
て
宗
制
の
施

行
を
悶
滑
な
ら
し
め
、
色
衣
に
紅
い
て
は
別
に
抑
密

を
提
出
し
て
‘
そ
の
決
定
す
る
ま
で
従
来
の
如
く
た

ら
し
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
も
諸
寺
は
主
湿
の
民
徹

シ
力
1

シ
キ

せ
ざ
る
を
的
h
、
七
昂
ご
日
三
十
一
一
ヶ
寺
池
扶
し
て

務
外
に
出
奔
を
企
て
、
去
る
に
臨
み
諸
島
寺
・妙一附

寺
・本
光
寺
を
老
臨
本
多
政
倣
の
邸
に
訟
は
し
て
そ

の
訟
を
告
げ
し
め
た
。
政
敏
乃
ち
制
夫
を
+
正
せ
て
岱

を

一日
怖
の
併
に
奥
へ

、
日
つ
関
門
世
間
訂
め
し
め
た
の

で
彼
等
は
止
む
を
得
ず
金
持
に
鰐
っ
た
。
凶
っ
て
七

年
六
且
十
三
日
老
臣
揮
す
は
冒
を
寺
社
奉
行
に
mm
へ
、

姑
〈
貸
永
四
年
以
前
の
制
に
よ
り
色
衣
を
用
ひ
て
説

法
せ
し
め
る
も
、
若
L
他
日
滞
が
之
宏
明
川さ
ず
と
決

定
す
る
時
は
辿
か
に
服
従
す
べ
き
こ
と
を
告
げ
た

が
、
位
相
寺
は
向
か
〈
の
如
き
姑
息
の
山
一世
に

H
ん
ぜ

ず
し
て
税
法
停
止
の
欣
態
を
幽
制
約
し
た
。
是
を
以
て

滞
は
断
乎
た
る
山
地
也
を
取
る
に
決ドレ
、
八
月
七
日
先

づ
公
邸
鰐
奉
行
に
款
問
寺
を
絞
牢
に
同
地
せ
し
め
た
。

是
は
務
俣
の
親
給
と
縛
し
て
、
妙
成
寺
日
慨
を
誹
訪

し
た
熔
初
を
流
布
せ
し
め
た
鈎
で
あ
っ
た
。
色
女
問

問
に
闘
す
る
此
の
後
の
綬
過
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

恐
ら
〈
は
終
に
山
目
的
の
儲
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

シ
ギ
エ
ン
シ
シ
ユ
ウ
四
宜
園

詩

集

七
加
。
多

々
良
商
品
若
。
文
化
七
年
か
ら
十
年
に
京
る
聞
に
成

っ
た
武
宮
絶
句
七
首
、
七
言
絶
句
四
百
二
十
首
、
抗

言
律
二
百
九
十
苗
.
七
言
律
六
百
三
十
首
、
五
言
及

び
七
首
古
前
十
二
首
を
牧
め
た
も
の
で
、
稿
本
の
ま

ま
仰
へ
ら
れ
て
居
る
。

シ
キ
ガ
シ
マ
イ

鹿
貸
米

政
借
米
と
も
暫
く
が
、

借
は
貸
の
援
で
あ
る
。
加
賀
務
の
初
期
で
は
、
百
姓

が
租
米
を
皆
併
し
得
ぬ
時
は
、

一
村
の
貞
治
と
し
て

漸
次
緋
済
せ
し
め
た
。
こ
の
岱
附
米
を
い
ふ
の
で
あ

る
。
覧
永
十
四
年
そ
の
謀
計
を
調
査
し
、
十
一

年
以

前
の
も
の
は
元
利
凡
べ
て
抱
除
し
、
十
二
年
・十
三

年
の
も
の
は
利
息
の
み
を
省
き
、
本
年
以
後
に
主
つ

て
は
こ
仰
の
利
を
附
せ
し
め
た
。
明
時
二
年
殴
作
訟

の
施
行
せ
ら
れ
る
に
及
び
、
従
来
の
般
貸
米
は
一
切

解
約
し
て
泊
姓
の
苔
階
を
数
う
た
が
、
延
賢
三
年
の
一

た
。
江
沼
志
稲
に
、
政
地
天
訓
山
の
佐
で
、
金
者
域

飢

m
u後
一
代
ひ
貸
米
の
制
が
行
は
れ
る
こ
と
に
な
っ

一
と
も
い
ひ
、
天
文
の
頃
ま
で
訓
舗
で
あ
っ
た
と
把
L
、

た。

J
ミ
タ
テ
ガ
ハ
リ
オ
カ
シ
マ
イ
見
立
代
御
貸

一
鐙
菅
賀
三
州
志
放
雛
特
に
は
、
朝
合
太
郎
左
衛
門
が

米。

一
宿
跡
し
た
お
金
吾
械
と
い
ふ
の
で
あ
ら
う
と
す
る
。

北
陸
七
凶
志
弘
治
元
年
七
月
朝
合
太
郎
左
衛
門
宗
摘

出
馬
の
僚
に
、『
明
れ
ば
刑
囚
日
演
の
刻
に
訂
ホ
て
、

江
泊
一
部
を
政
火
し
て
敷
地

・
一V
生
に
在
帥
あ
b
。

大
将
は
政
地
山
に
仰
を
取
。
』
と
あ
る
。

シ
キ
ジ
テ
ン
ジ
ン

蔵
地
天
神
』
ス
ガ
フ
イ
ソ

ベ
ジ

y
ジ
ヤ
官
生
石
部
制
枇
。

シ
キ
ジ
テ
ン
ジ
ン
コ
ウ

顧
地
天
紳
考
一

加。

江
沼
郡
敷
地
な
る
官
生
石
部
制
批
の
級
起
で
あ
る
。

こ
の
総
起
は
後
附
紳
駁
の
杷
す
る
閉
山
で
、
祭
耐
を
附
出

々
出
見
鎌
・川H
王
制
命
・桜
草
花
不
合
敏
で
あ
る
と
し

て
ゐ
る
。

シ
キ
ゲ
シ
ヤ

式

外

社

ヤ
同
史
見
在
枇
。

シ
キ
コ
ウ
イ

史
記
考
異
十
四
加
。
大
向
桃
年
・

耐
坂
泌
が
滞
命
に
よ
り
、史
認
ニ
イ
俄
掠
に
就
い
て
、

そ
の
閉
山
間
を
校
勘
し
た
も
の
。
文
久
元
年
成
る
。

シ
キ
ツ

底

地

江
沼
梢
那
谷
谷
に
邸
す
る
都
古
川
。

廻
凶
純
伺
に
、
『
こ
れ
よ
り
し
き
地
・
い
み
な
み
打
溢

て
、
い
ぶ
り
結
と
て
あ
や
う
く
い
ぶ
せ
き
織
に
行
か

L

ふ
り
ぬ
。
』
と
あ
る
も
の
で
、
心
む
生
布
部
制
祉
の
敷
地

印
ち
宮
地
で
あ
る
か
ら
巴
名
と
な
っ
た
が
、
も
と
は

官
生
村
の
街
で
あ
ら
う
と
い
は
れ
る
。
江
沼
芯
稿

に
、
以
地
の
山
政
地
村
と
い
ふ
は
、
官
生
天
耐
の

蚊
座
す
地
の
山
・
村
と
い
」
畿
で
あ
る
と
自
問
し
て
ゐ

る
。
太
中
犯
に
見
え
る
般
地
伊
豆
守
義
却
は
も
、
こ
の

地
の
住
人
で
あ
ら
・ヲ
。

』
コ
タ
ジ
ゲ
ン
ザ
イ
y

シ
キ
ジ
ガ
ハ

臨
地
川

江
泊
加
に
在
る
。
そ
の

一

蹴
大
日
山
か
ら
起
り
、
上
税
を
大
日
川
と
い
ひ
、
山

一

中
山躍で
山
中
川
、
下
流
大
聖
寺
山
訟
で
は
大
翠
寺
川
と

一

い
ふ
が
.
特
に
大
山
市
寺
郊
制
政
地
村
附
円丸
に
在
り
て

一

は
帥
州
地
川
と

い

」

。

一

シ
キ
ジ
グ
チ

致
地
口

江
沼
郡
に
回
す
る
。
弘

一

治
元
年
七
且
朝
合
宗
摘
が
加
到
に
位
入
し
て
敷
地

・
一

府
民
生
に
在
陣
し
た
時
.
一
向
一

撲
の
徒
が
入
且
十
三

一

日
之
を
加
盟
う
て
搬
殺
し
た
。
職
後
籾
品
目
孝
般
の
感
欣
一

に
、『去
十
三
日
於
加
賀
凶
政
地
口
合
時
之
降
、
d
H
切

一

昨
批
ニ
ャ
片
山
鎚
庇
一
一

ヶ
所
粉
骨
紳
妙
、
粥
可
制
限
功
者

一

也、

越
言
。
八
且
十
六
日
在
判
。
水
屋
出
品
六
ど
の
へ
』

一

な
ど
h

あ
る
の
は
是
で
あ
る
。

シ
キ
ジ
ジ
ヨ
ウ

磁
地
按

江
沼
郡
数
地
に
在
つ

る。

圃圃

シ
ギ
シ
マ

鴎
島

内
山

路

島

郡
能
号
町
内
間

に
あ
っ
て
、
叉
新
ぬ
と
も
相
官
〈
。
之
を
行
者
向
と
い

ふ
は
、
臥
行
者
の
民
た
腕
だ
と
の
併
設
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
も
と
島
侠
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
今

は
地
鍛
と
な
っ
て
ゐ
る
。

シ
ギ
シ
マ
イ
リ
エ

鴫
島
入
江

日

ミ

鹿

島

郡
能
驚
島
な
る
闘
部
古
川
の
西
方
に
あ
る
抽
出
。

シ
キ
ジ
マ
ツ
リ

底
地
祭

江
沼
郡
般
地
た
ろ
官

生
石
部
湖
町
祉
の
夏
祭
を
い
ひ
、
今
七
用
品
川
四
日
か
ら

什
六
日
ま
で
に
行
は
れ
る
。
そ
の
第
一

日
を
百
越
紘

と
し
、
第
ご
日
を
疫
榊
祭
、
第
三
日
を
抑
制
花
開
山
と
す

シ
キ
ジ
モ
ノ
グ
ル
ヒ

底
地
物
狂

務
幽
のか由。

加
賀
閥
須
河
殿
の
子
息
松
若
丸
は
、
十
二
歳
で
道
心

を
起
し
兆
叡
山
に
管
っ
た
が
、
後
そ
の
母
そ
見
ん
と

欲
し
、
或
備
に
伴
は
れ
て
古
棚
畑
山
制
河
箆
に
隠
っ
た
。

こ
与
に
松
若
丸
は
一
狂
女
に
地
ひ
、
そ
の
背
に
灯
う

た
官
蔚
を
と
う
て
見
た
ら
、
自
分
の
お
き
泊
し
た
文

三
五
九


